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博士（文学）学位請求論文審査報告要旨 
論文提出者氏名 川島 京子 
論 文 題 目 エリアナ・パヴロバの日本へのバレエ移植 
審査要旨 
「エリアナ・パヴロバの日本へのバレエ移植」は、日本に本格的なバレエ芸術とバレエ教育を導入し、
日本バレエの基礎を築いたと言われている、亡命白系ロシア人エリアナ・パヴロバ（1897-1941）を舞踊史
に位置づける試みであり、日本におけるエリアナ・パヴロバの足跡と活動を、9 年間に渡る研究調査によ
って可能な限りほぼすべて収集した一次資料を駆使して克明に描いた論考である。そして、さらにエリア
ナによって成されたバレエ移植を、近代日本においてあらゆる伝統文化にも影響を及ぼした西洋文化受容
の様相として導きだそうという難題の解明に挑んでいる。 
芸名エリアナ・パヴロバ、本名エレーナ・ニコラエヴナ・トゥマンスカヤ=パヴロワ（1897～1941、
Елена Николаевна Туманская-Павлова 、 Elena Nikolaevna 
Tumanskaya-Pavlova)は、1919 年来日し、1941 年慰問先の中支で病死するまでの 22 年間、日本で活動した。
エリアナより早く、1912 年に帝劇バレエ教師として来日した G.V.ローシーは、バレエダンサー養成に限界
を感じて数年後には離日しているが、ローシーとは異なりエリアナは、1925 年設立した日本初のバレエ学
校「パヴロバ・バレエスクール」を拠点にしたバレエ教育と舞台活動によって、その後の日本バレエ界を
牽引する多くの弟子を残した。したがって、現在の日本バレエの系譜図はエリアナ・パヴロバを頂点とし
て形成されている。以上のような根拠から、川島氏は、エリアナ・パヴロバを日本へのバレエ移植者とし
た。日本へのバレエ移植とは、日本初のバレエ教師 G.V.ローシーが匙を投げだして逃げ帰るほどの難事業
である。エリアナはどのようにして成し遂げたのであろうか。 
エリアナの日本へのバレエ移植というテーマは、今まで実証的な研究の行われてこなかった日本バレエ
史の出発点に光を当てた歴史研究であり、日本バレエの本質を解き明かす重要な課題である。とはいえ、
これまでにいくつかの取り組みは見られるものの、確かな１次資料の収集をもとに史実を確定していく研
究者はいなかった。したがって、川島氏は、国内外における１次資料の発掘・収集・整理という膨大な作
業に挑戦し、収集した一次資料を駆使してエリアナの足跡と活動を克明に描くことを課題にした。収集し
た一次資料は、当時の新聞雑誌はもとより外交資料館にある公的文書、全国に散逸した公演プログラムや
ポスターといった上演記録、書簡、自筆手記、レコード等から、ロシアでの調査資料、ヘルシンキの公演
ポスターに至るまで、ほぼ可能な限りすべてが収集されている。以上に加えて、エリアナが日本でバレエ
活動を開始する以前の時代に遡り、来日当初の横浜居留地での社交ダンス教師としての活動、来日前、亡
命途中に立ち寄った中国租界での活動、母国であるロシア、ウクライナでの芸歴調査等も行っており、他
の追随を許さない。 
川島氏は、資料的裏づけを以ってこれまでの情報を再検討すると共に、白系ロシア人研究や居留地研究
といった多角的な視点からの考察を行った。 
考察の概要は以下の通りである。 
第一に、エリアナ・パヴロバの日本における 22 年間の足跡と活動について、特に、これまで曖昧であっ
た来日直後の活動や細かな事実を可能な限り確定した。第二に、「パヴロバ・バレエスクール」の学校制度
を綿密に調査し、日本伝統文化における家元制度への同化順応、基礎技術習得より曲目仕上げと舞台経験
を優先した指導法、ならびに振付師・踊り手・教師を兼任できる舞踊家への促成栽培的養成システムなど
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の特徴を明らかにした。第三に、上述のような活動の素地となったエリアナの芸歴について、ロシアでの
現地調査を含む詳細な追跡により、その出自を明確にするとともに、第四に、輩出した弟子たちの活動か
らその後の日本バレエ界の展開を照射して、エリアナのバレエ移植の手法における家元制度的システムの
採用は、そのまま現在の日本バレエ社会の特徴でもあり、かつ将来の発展においては克服されるべき課題
ともなっていると、川島氏は結論づけている。 
審査委員会において、川島氏の論文は、日本にバレエを移植した、白系ロシア人亡命者エリアナ・パヴ
ロバの足跡と活動を、一次資料を駆使して克明に描いた論考であり、今後、日本バレエ史を追おうとする
研究者は、この博士論文を必ず参照することになるものとして高く評価された。とくに、これまで不明で
あったエリアナの芸歴と来日直後の活動の詳細から日本バレエの出自を明らかにしたこと、また、パヴロ
バ・バレエスクールの指導法や資格授与法などの養成システムと輩出した舞踊家を詳らかにして、エリア
ナの築いた日本におけるバレエ芸術を評価する一方で、同時に、負の遺産についても言及している点、さ
らに、エリアナの養成システムに伝統文化の家元制度が与えた影響を見て、日本バレエの特殊性を示して
いることも評価に値するものである。しかし、エリアナ・パヴロバの養成システムが、日本の家元制度を
参照した、家元制度の擬似システムであるとの指摘については、家元制度は、例えば各作品の要点を秘伝
としてカリキュラム化し、一定の階梯を設けて、それを修得するごとに免状料・免許料を徴収するシステ
ムであることなど、家元制度に関する詳細な把握が充分に行われていない。注目される指摘であるだけに、
さらなる考察が望まれる。また、論旨の展開が明快ではない箇所もあること、巻末の資料を本文のなかに
取り込んで膨らませてほしかったなどの指摘もあり、こうした部分は、博士論文出版に際しての今後の課
題として残ったが、川島氏は今後この分野の研究で多大な貢献をしていくものと思われるとの見解で一致
した。よって審査委員会では、全員一致で、本論文は、博士（文学）の学位を授与するに値するものと判
定した。 
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